
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
」
は
、
17
の
大

き
な
目
標
と
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発

に
は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
３
つ
の

主
要
素
の
調
和
が
重
要
で
あ
る
。
日
本

政
府
は
推
進
本
部
を
設
置
し
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
実
施
方
針
」
を
定
め
た
。
全
国
の
自

治
体
に
お
い
て
、
そ
の
理
念
を
踏
ま
え

た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
幕
別
町

に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
見
解
を
伺
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
持
続
で
き

る
：S

u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
(

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル)

の
Ｓ
、
開
発
：D

e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

（
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
Ｄ
、
目
標
：

G
o
a
l

（
ゴ
ー
ル
）
の
複
数
形G

o
a
l
s

（
ゴ

ー
ル
ズ
）
の
頭
文
字
Ｇ
と
語
尾
の
ｓ
の

略
語
で
、
日
本
語
訳
と
し
て
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
と
し
て
い
る
。

　

自
治
体
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
導

入
す
る
背
景
は
、
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
伴
い
、
そ
れ
を
放
置
す
る
と
環
境
、

雇
用
、
交
通
、
医
療
、
教
育
な
ど
地
域

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
の
維
持
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
克

服
す
る
た
め
の
新
た
な
切
り
口
と
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
施
策
や
計
画
の
樹
立

お
よ
び
修
正
等
の
必
要
性
を
検
討
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
主
要
原

則
で
あ
る
「
普
遍
性
」
、「
包
摂
性
」
、「
参

画
型
」
、
「
統
合
性
」
、
「
透
明
性
と
説
明

責
任
」
の
五
つ
の
原
則
を
考
慮
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
現
在
策

定
し
て
い
る
次
期
「
幕
別
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
各
種
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
係
性

を
視
覚
化
し
、
そ
の
理
念
に
合
致
す
る

農
業
の
安
定
性
の
向
上
や
魅
力
あ
る
教

育
環
境
整
備
な
ど
の
取
組
を
位
置
付

け
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
取
り
組

み
た
い
。
今
後
は
、
国
や
自
治
体
の
み

な
ら
ず
、
民
間
企
業
な
ど
の
取
組
が
加

速
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
本

町
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
る
目

標
の
達
成
を
念
頭
に
置
い
た
取
組
を
着

実
に
推
進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

２
０
１
７
年
の
多
胎
児
の
分
娩

件
数
は
、
９
９
１
４
件
で
あ
っ

た
。
出
産
後
の
ス
ト
レ
ス
や
経
済
的
負

担
な
ど
、
単
胎
児
出
産
と
同
様
の
サ
ポ

ー
ト
で
は
な
く
、
手
厚
い
支
援
が
必
要

と
考
え
、
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
本
町
の
多
胎
児
出
産
の
現
状
は
。

(2)
多
胎
児
出
産
お
よ
び
育
児
に
係
る
課

題
と
対
策
は
。

(3)
本
町
独
自
の
支
援
は
。

(1)
平
成
28
年
度
は
０
件
、
29

年
度
に
双
子
が
２
件
、
30
年
度
に
双
子

が
１
件
、
さ
ら
に
、
本
年
７
月
に
双
子

が
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

(2)
、
(3)
妊
娠
期
は
、
母
子
健
康
手
帳
発

行
の
際
に
多
胎
妊
娠
に
関
す
る
専
用
冊

子
を
配
布
し
、
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
や

出
産
準
備
の
説
明
を
行
い
、
育
児
に
関

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
も
行

っ
て
い
る
。
出
産
後
は
、
入
院
中
か
ら

保
健
師
が
病
院
を
訪
問
し
、
退
院
後
は
、

速
や
か
に
新
生
児
訪
問
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
病
院
と
の
連
絡
調
整
役
を
担

う
な
ど
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
で
は
、
助
産
師

が
戸
別
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
の
休
息
や
入
浴
、
食
事
の
提
供
な

ど
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
も
対
象
と
す
る
な

ど
充
実
を
図
っ
た
。
国
で
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
多
胎
児
家
庭
向
け
補
助
制
度

を
創
設
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
国

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
本
町

の
事
業
と
し
て
、
家
事
支
援
の
実
施
に

向
け
た
研
究
を
進
め
る
な
ど
、
多
子
世

帯
の
支
援
充
実
に
努
め
た
い
。

答問
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
（
手
段
）

と
し
て
有
効
に
活
用
し
た
い

幕
別
町
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
取
組
み
は

■ 一 般 質 問 ■ 

❼

問

問

町
　
長

岡本眞利子 議員
（政清会）

答問
国
の
補
助
制
度
創
設
を
注
視
す
る

と
と
も
に
支
援
充
実
に
努
め
た
い

多
胎
児
の
出
産

・
育
児
に
対
す
る

支
援
は

町
　
長

「ふたご手帖・記録ノート」
ふたご手帖プロジェクトが発行
（郵便・メール注文による購入）


